
●ＢＰＳＧおよびＰＳＧ膜の化学分析 
Chemical Analysis of Boro-Phospho Silicate and Phospho Silicate Glasses 

  

[概  要] 

 ＭＯＳＬＳＩにおける層間絶縁膜には、標準的にＢＰＳＧ（Boro-phospho silicate glass）膜が使用されて

います。また、この膜は、可動イオンに対するゲッタリング効果と低いガラス流動点を有しているため、

リフロー膜としてもよく使用されています。（Ｗ.Ｋｅｒｎ,ＲＣＡ Ｒｅｖ.,４６,１１７(１９８５)） 

  ＢＰＳＧ膜の膜質や均質さの点検のためには、ＥＰＭＡ、ＳＩＭＳ、ＸＰＳなどが活用されますが、下記のよ

うに、主成分の精密な定量が必要な場合には、主として湿式化学分析が適用されます。（事例２参照） 

    １．製造工程を管理する分析機器用標準試料の標準値の決定。 

    ２．同上の機器の検量線を管理するための標準化試料群の決定。 

    ３．分析機器の点検用試料の濃度決定。 

 

[方  法] 

 分析試料片（ＢＰＳＧ膜付ウェハ）をエッチング液に浸漬して、ＢＰＳＧ膜を溶解させます。次に、ほう

素、けい素の揮散防止処理を行い、ほう素濃度、りん濃度およびけい素濃度をＩＣＰ発光分光分析法で同時

に測定し、各々の成分濃度を定量します。 

 化学組成の表示には酸化物質量百分率、酸化物モル百分率および酸化物膜中の元素百分率などが用いられ

ます。 

 

[事例（1）]  ウェハサンプルの化学分析 

 ＢＰＳＧ膜厚が２０００Å以上４０００Å以下と推定されたウェハサンプルの周辺１ｃｍ以上を除き、残り部

分の対称位置から、４ｃｍ×５ｃｍの角板を試験片として切り出し、分析を行いました。結果の一例を Table 

1 に示します。 

 

Table 1  Typical data of chemical analysis of boro-phospho silicate and phospho silicate glasses 

 

 １ ２ 

膜組成表示法 質量百分率 

酸化物（ＭｘＯｙとして） 

（ｗｔ％） 

モル百分率 

酸化物（ＭｘＯｙとして） 

（ｍｏｌ％） 

Ｂ２Ｏ３     ７.５      ６.８ 

Ｐ２Ｏ５     ６.５      ２.９ 

ＳｉＯ２             ８６.０             ９０.３ 

合    計           １００.０           １００.０ 

＊合計の数値は酸化物ベースである。 
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[事例（2）]  工程管理への活用 

  化学分析で標準値が確定された試料が得られると、いろいろな管理が可能になります。 

  製造ラインの工程管理に用いる蛍光Ｘ線分析法や赤外分光光度法などの信頼性を確保するためには、装

置の変動などに対する検量線の定期的な点検や更新が必要になります。そのためには、次のような手順で

作製した標準化試料を用いることがよく行われております。 

 

  １．供試料の選定 

   （１）測定対象試料と履歴組成のほぼ同一なウェハの作製（複数） 

    （２）ライン分析法による各々のウェハの測定（相互同一性および各面の均一性確認） 

  （３）試料中の１枚についてＳＩＭＳによるデプスプロファイルの測定（深さ方向濃度の均一性確認） 

  ２．標準値の確定 

    （１）複数の供試料について化学分析の実施 

  （２）残りの供試料は変質しないよう保管 

          この方法により、標準値を決定した複数の試料（標準化試料群）が手元に揃うことになります。 

  ３．工程管理 

このようにして得られた試料を工程管理用のライン分析法で定期的に測定し、装置変動を管理しま

す。 

（１）一般に、標準化試料の分析値が相対誤差で±３％以内であれば、検量線は正常と判定されます。 

（２）上記をはずれた場合は、その標準化試料を新品と交換し再分析します。 

（３）再分析においても同じ結果が得られれば、問題は標準化試料の劣化ではなく、測定装置に異常 

          がある可能性が高いと判断されます。 
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